
、

、

f'の
開
催
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、 
快
く

f 協
力
を
承
諾
し
て
い
た
だ
き
、 
臨
時

.
,s,,一、目
量 )
i一・ト ..f」.l
-.、 , 一 一。 

一目, ・
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北
九
州
市
が
大
臣
認、
定
講
習
実
施
団
体
に

平
成
二
十
年
一月
十
日
付
で
、
北

九
州
市
が
国
土
交
通
大
臣
認
定
講
習

実
施
団
体
に
な
り
ま
し
た
。 
こ
れ

に
よ
り
、
福
祉
有
償
運
送
の
運
転
者

の
安
全
運
転
講
習
や
代
替
講
習
な
ど

を
、
北
九
州
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
、

北
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
大
学
校
が
、
独
自
で
講
習

を
行
な
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

早
速
二
月
か
ら
今
年
度
の
代
替
講
習

が
六
回
に
亘
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

北
九
州
市
に
は
福
祉
有
償
運
送
の

事
業
者
が
十
一団
体
あ
り
運
転
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
は
七
百
名
以
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
皆
さ
ん
に
は
、
国

土
交
通
省
の
通
達
に
よ
り
、
今
年
九

月
ま
で
の
代
替
講
習
受
講
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。 
「さ
わ
や
か
」
で

は
、
七
十
六
人
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
さ

ん
が
、
九
月
ま
で
に
代
替
運
転
者
講

習
と
セ
ダ
ン
型
講
習
を
受
け
て
い
た

だ
く
.こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
ボ

発 行 者
特定非営利活動法人
通院介護センター 
さ わ や か

第 1 3 3号

ラ
ン
テ
イ
ア
さ
ん
に
は
、
三
月
二
十

日
(木
)
・
二
十
一日
(金
)に
、
福
祉

有
償
運
送
運
転
者
講
習
が
行
な
わ
れ

ます: 

わ
や
か
」

総
会
開
催

2008年2月20日
八幡事業所 Te1.Fax 672-7595 
sawayaka@eagle.ocn.ne.jp
小倉事業所 Te1.Fax 647-3210 
sawayakakokura@violin.ocn.ne.Jp 

福祉有償運送運転者
代替講習

セダン等連転者
代替講習

「平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
以
前
に
旧
法
第
八
十
条
第
一項
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
福
祉
有
償
運
送
又
は
地
方
公
共
団
体
自

ら
が
行
う
身
体
障
害
者
等
を
対
象
と
し
た
自
家
用
自
動
車
に
よ
る

有
償
運
送
に
運
転
者
と
し
て
従
事
し
て
い
た
者
」

は
、
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
の
内
容
及
び
時
間
を
別
に
定
め

る
も
の
に
替
え
て
代
替
講
習
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

「構
造
改
革
特
別
区
域
の
認
定
を
受
け
た
区
域
内
に
お
い
て
、

旧
法
第
八
十
条
第
一項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
福
祉
有

償
運
送
に
セ
ダ
ン
型
車
両
等
一般
車
両
の
運
転
者
又
は
乗
務
員

と
し
て
従
事
し
て
い
た
者
」

は
、
セ
ダ
ン
等
運
転
者
講
習
の
演
習
を
不
要
と
し
て
代
替
講
習

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

r/一、
1 、 、 _ ,

小倉事業所の移転承認される
二
月
三
日
(日
)十
時
三
十

分
よ
り
、
春
日
市
の
ク
ロ
I 

バ
ー
プ
ラ
ザ
で
福
腎
協
の
幹

事
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
昼
食
の
時
間
を
割
い
て

「さ
わ
や
か
」
の
臨
時
総
会

は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
従
た
る
事
業
所
(小

倉
事
業
所
)移
転
の
際
は
正

会
員
の
承
諾
を
得
る
事
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 
正

会
員
に
改
め
て
別
の
日
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
く
の
も
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
、

福
腎
協
の
塩
屋
会
長
へ、
昼

食
時
に
さ
わ
や
か
臨
時
総
会

紹
-H,属
作
a・、通
'ー
と
力
り
ま
し
た
' 

本
来
な
ら
ば
山
田
理
事
長
が
説
明

を
す
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
った
の
で
す

が
、
福
祉
有
償
運
送
の
講
習
会
と
重

な
り
出
席
で
き
ず
梶
原
副
理
事
長
が

代
理
を
務
め
ま
し
た
。

正
会
員
数

二
十
八
名

出
席
数
 

二
十
四
名

(う
ち
書
面
表
決
者
十
三
名
). 

・
欠
席
数

四
名

定
款
二
十
八
条
に
よ
り
、
総
会
は
、

正
会
員
数
の
二
分
の
一以
上
の
出
席

が
な
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
し
た
が

っ
て
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

審
議
事
項
は
小
倉
事
業
所
の
移
転

の
件
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
移
転

の
理
由
な
ど
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、

正
会
員
に
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
無

事
に
議
事
を
終
了
し
、
十
二
時
三
十

分
に
閉
会
を
宣
し
散
会
し
ま
し
た
。

今
回
、
塩
屋
福
腎
協
会
長
や
吉
野

北
九
州
市
腎
友
会
会
長
の
ご
高
配
に

よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
会
が
進
行
、
終

了
し
た
事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
転一 に
あ
た
り

「さ
わ
や
か
」
小
倉
事
業
所
発
足

以
来
、
小
倉
第
一病
院
の
中
村
院
長

の
ご
好
意
で
十
一年
間
腎
友
会
の
一

室
を
お
借
り
し
て
事
業
を
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
十
一年
の
間
、
「さ
わ
や
か
」

も
、
任
意
団
体
か
ら
法
人
に
な
り
、

福
祉
有
償
運
送
へと
移
行
し
て
き
ま

し
た
。 
こ
の
と
こ
ろ
、
「さ
わ
や
か
」

の
事
業
が
繁
雑
化
し
て
、
膨
大
な
事

務
量
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

為
に
人
員
の
補
充
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
事
務
所
内
が
大
変

手
狭
に
な
り
、
通
常
の
業
務
に
支
障

を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

小
倉
第
一病
院
の
中
村
院
長
に
相

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

あ
い
に
く
院
内
に
は
部
屋
が
取
れ
な

い
と
の
事
で
外
に
移
転
す
る
承
諾
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

中
村
院
長
は
、
「さ
わ
や
か
」
が

民
間
の
事
務
所
を
借
り
る
事
が
で
き

る
く
ら
い
力
が
っ
い
た
と
言
う
こ
と

は
、
す
ば
ら
し
い
事
だ
と
、
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

二
月
三
日
の
臨
時
総
会
で
、
正
会

員
さ
ん
達
の
承
諾
も
得
て
新
天
地
で

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

月;t
1日 _,来. 

l_ l 

'ま'. 
.り.｠" 
:'0  

さ' 

Jl表, ..｠"力..;
、::,、l 

小 
倉' 
等
1業 
所. 
1ほ'
1 t1 

新1 

務
所
社こ1,t 
,業・ 
務 
を. 
開. 

始 '  



J

第'33号

北r,州,f環,'環ミュ一,-、=1シl:アt
l(lTAK~'usHu ENulaONMENT MuSEuM 

世
界
中
で
工
コが
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
の
中
に
も

関
心
を
お
持
ち
の
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。 そ
こ
で
今
号
で

は
、
八
幡
東
区
に
あ
る
北
九
州
市
立
環
境
ミ
ュー
ジ
ア
ム
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 ま
た
、
二
十
四
日
に
開
催
い
た
し
ま

す
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
で
は
、
同
館
次
長
の
安
枝
裕
司

氏
に
よ
る
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

第3 
ソ
l
ン

籌さわや0、
6
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
た
展
示

ゾ
ー
ン
で
は
、
北
九
州
市
の
公
害
克
服

の
歴
史
や
、
身
近
な
環
境
問
題
か
ら
地

球
環
境
問
題
ま
で
総
合
的
に
環
境
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

プロロ
I 
グ

循
環
と
共
生

身
近
な
物
を
通
し
て
、
私
た
ち
を
と
り
ま

< r環
境
」
を
実
感
でき
る
ゾ
ー
ン
で
す
。 

北
九
州
の
自
然
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
「水
」

の
循
環
を
紹
介
。 
ま
た
、
時
代
の
う
っ
り

か
わ
り
と
「生
活
用
品
」
の
変
化
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。 

都
市
と
地
球
の
環
境
問
題

環
境
問
題
を
地
球
全
体
で
考
え
よ
う
。

環
境
問
題
は
「公
害
」
以
外
に
も
あ
り
ま

す
。 
私
た
ち
の
生
活
が
便
利
に
な
っ
て
い

く
中
で
、
都
市
型
の
環
境
問
題
が
お
こ
っ

て
き
ま
し
た
。 
こ
.こ
は
身
近
な
所
か
ら
地

球
全
体
の
環
境
を
考
え
る
ゾ
ー
ン
で
す
。 

第4 
ソl
ン'

北九州市環境ミュージアム
〒805-0071 北九州市八幡東区東田二丁目2-6 TEL.093-663-6751 FAX.093-663-6753 

環
境
技
術
と
工
コ
ラ
イ
フ

「リ
サ
イ
ク
ル
」
を
軸
と
し
て
、
身
近
な
ェ

コ
商
品
や
ェ
コ
素
材
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

資
源
・ェ
ネ
ル
ギ
ー
・廃
棄
物
・環
境
新
技
術
な

ど
、
物
を
捨
て
な
い
「循
環
型
都
市
」
へ
向

け
て
の
ヒ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ドl 
ム
シ
ア
タ
l 

第5 
ソ
l
ン

地
球
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
円
形
ド
ー
ム
シ
ア
タ

1
で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
体
的
な
映
像
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。 
そ
れ

ぞ
れ
の
映
像
は
、
地
球
が
か
け
が
え
の
な
い

奇
跡
の
星
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ツ
ト
・ホ
ー
ム
ぺ
1
、゙ンよ
り

第1 
ソ
l
ン 

第2 
ソl
ン

2008年2月 20 日

北
九
州
市
の
変
遷

工
業
都
市
北
九
州
の
移
り
変
わ
り
が
よ
<
 

わ
か
る
こ
の
ゾ
ー
ン
。

一九
〇
一年
の
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
創
業

を
始
ま
り
と
し
て
、
北
九
州
が
い
ち
早
く

日
本
の
重
工
業
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
り
、

四
大
工
業
地
帯
の
ひ
と
っ
と
な
る
ま
で
の

大
き
な
流
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

公
害
克
服
の
歴
史

北
九
州
の
生
活
環
境
が
再
生
さ
れ

る
ま
で
の
歩
み
を
学
ぼ
う
。

深
刻
な
「公
害
」
を
経
験
し
た
北

九
州
市
の
公
害
克
服
の
道
の
り
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 北
九
州

市
が
培
った
「知
恵
と
技
術
」
は

世
界
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。 

環
境
首
都
を
目
指
し
て

環
境
都
市
を
目
指
す
北
九
州
市
の

環
境
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
の
姿
を

は
じ
め
、
子
供
た
ち
の
ェ
コ
体
験

を
描
い
た
「ェ
コ
ド
リ
ー
マ
ー
」

で
未
来
の
環
境
に
っ
い
て
考
え
ま

し
ょ
｠
"
つ。

展
示
空
間
だ
け
で
な
<
、
多
目
的

の
ス
ぺ
ー
ス
な
ど
そ
の
他
の
設
備

も
充
実
。 環
境
博
物
館
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
た
<
さ
ん
の
機
能
が
つ
ま
っ

た
施
設
で
す
。 

ボランテイア
研修交流会

第31 
回
平成20年 2 月24日 (日) 
■時間 10:00~15:00
■場所小倉リーセントホテル
■会費 3,000円
午前の部 講演会

r北九州市の公害克服の
演題 歴史から現在の取組み」
' 北九州市環境' ージアム二 '、ユ

講師 次長 安枝:i谷司氏

午後の部 .交流会


